
若手海洋研究者へのアンケート 

 

 このたび、海洋学会海洋教育問題研究会と海洋若手会の共催で、2013 年度日本海洋学会

春季大会にてナイトセッション「日本の海洋学における人材育成とポスドク問題ついて」

（2013 年 3 月 22 日 18:00 から）を開催することとなりました。 

 

 科学を取り巻く環境が国内外で大きく変化し、地球温暖化問題や福島第一原子力発電所

の事故に象徴されるように、社会の様々な面で海洋学は大きな期待を受けております。そ

の一方で、海洋学は、地道に観測を行い、データを分析し、自由な発想で研究展開するこ

とが重要です。この地道な海洋学の必要性を社会に理解してもらうとともに、社会の期待

に応えられる海洋学者を育成する必要があります。 

 しかし、現在の若手研究者は、期間雇用である場合が多く、限られた時間で成果を出す

ことを強いられるため、上記のような人材を育てる環境にあるとは言えません。現在の海

洋学会員の中で、ポスドク研究者、任期付研究者が占める割合は高く、将来に対する不安

を抱えています。また、博士の学位を取得するために大学院博士課程へ進学する学生数が

近年減少しております。その主な原因は、学位取得後の就職先である研究員・大学教員な

ど研究職が少ないという深刻なポスドク問題にあると考えられます。海洋学を推進し、教

育し、そして普及を進めるのは人であり、人材育成は最も重要な課題です。私達コンビー

ナーは今回、皆さんと「日本の海洋学における人材育成とポスドク問題について」につい

て考えるため、ナイトセッションを企画しました。 

 本セッションでは、日本海洋学会教育問題研究会、海洋若手会の協力のもと、大学院博

士課程への進学者数、大学院の教育内容、就職先を調査し、海外の例と比較を行い、日本

の現状について考察する予定です。 

 つきましては、別紙 2 種類のアンケートにご協力をお願い致します。 

 

ナイトセッション「日本の海洋学における人材育成とポスドク問題ついて」 

    コンビーナー 伊藤進一（水研セ・東北水研） 

        井上龍一郎（海洋研究開発機構） 

        吉江直樹（愛媛大 CMES ） 

        森岡優志（日本学術振興会特別研究員） 

 

 

 

 

 

 



アンケート１（研究室毎にご回答お願いします） 

大学・機関名：                 研究室名：                     

ご担当者：                   ご担当者電子メールドレス：             

Ｑ１．貴研究室の近年の学部生および大学院生、PD の在籍者数の推移がわかるよう在籍者の学年、身分等を可能な限り下表にご記入ください。研

究機関の場合には PD に関する部分のみご記入ください。他大学の大学院に進学された方、他機関に移籍された方などの追跡を行うために、個人名

が記載されていると助かります。個人情報については、コンビーナーおよび若手会事務局以外には公開されないように留意致しますが、心配な場合

は匿名でも構いません。より以前までわかる方は、行を加えて記載してください。 

記載例 

氏名 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 

伊藤進一 D2 D3 D4                   

No.2 さん M2 M3 D1 D2 D3 D4 D5               

No.3 さん   D1 D2 D3                 

No.4 さん   B4 M1 M2                 

No.5 さん   B4 M1 M2 D1 D2 D3 D4 PD PD PD          

No.6 さん    B4                  

                      

回答欄 

氏名 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      



                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

 



Ｑ２．研究室を退室された学部卒業生、大学院生、PD のその後の就職先がわかるよう下表にご記入ください。他大学の大学院に進学された方、他

機関に移籍された方などの追跡を行うために、個人名が記載されていると助かります。個人情報については、コンビーナーおよび若手会事務局以外

には公開されないように留意致しますが、心配な場合は匿名でも構いません。その場合は、Ｑ１の匿名と同じ匿名を記載して下さい。わかる範囲で

ご記入お願いします。 

記載例 

退室者名 その後進路 

伊藤進一 水産庁東北区水産研究所 => （独）水産総合研究センター 

No.2 さん ＪＡＭＳＴＥＣ研究員 

No.3 さん ハーバード大ＰＤ => ウィンスコンシン大ＰＤ => ピアノ教師 

No.4 さん 気象コンサルタント会社技師 

No.5 さん 防災研究センターＰＤ => 大阪府立大学助教 

No.6 さん ソフトウエア会社ＳＥ 

  

回答欄 

退室者名 その後の進路 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 



アンケート２（各個人ごとにご回答お願いします） 

大学・機関名（無記名でも可）：                   

研究室名（無記名でも可）：                     

身分（学年等）：                           

ご氏名（無記名でも可）：                       

 

Ｑ１．年齢をお聞かせください。該当するものに○をつけてください。 

  １．２２歳以下   ２．２３～２４歳  ３．２５～２７歳 

  ４．２７～２９歳  ５．３０～３４歳  ６．３５～３９歳 

  ７．４０～４４歳  ８．４５～４９歳  ９．５０歳以上 

 

Ｑ２．性別をお聞かせください。該当するものに○をつけてください。 

  １．男性 

  ２．女性 

 

Ｑ３．日本以外の国籍をお持ちの場合は国籍をお聞かせください。 

 

 

Ｑ４．海洋学に関する学部授業は魅力的でした（です）か。該当するものに○をつけてく

ださい。魅力的だった場合、その内容をご記入ください。 

  １．魅力的（内容：                        ） 

  ２．魅力的でない 

  ３．どちらとも言えない 

  ４．受けていない 

  ５．その他（                           ） 

 

Ｑ５．学部授業で海洋学について導入した方がいいと思う授業内容を記載して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｑ６．海洋学に関する大学院授業は魅力的でした（です）か。該当するものに○をつけて

ください。魅力的だった場合、その内容をご記入ください。 

  １．魅力的（内容：                        ） 

  ２．魅力的でない 

  ３．どちらとも言えない 

  ４．受けていない 

  ５．その他（                           ） 

 

Ｑ７．大学院授業で海洋学について導入した方がいいと思う授業内容を記載して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ８．修士課程、博士課程、PD の方にお聞きします。現在の研究活動に満足してますか。

該当するものに○をつけてください。また、満足していない場合、その理由をお聞かせく

ださい。 

  １．満足している    ２．不満である    ３．どちらとも言えない 

理由： 

 

 

 

 

Ｑ９．修士課程の方にお聞きします。博士課程に進学を予定してますか。該当するものに

○をつけてください。また、その理由をお聞かせください。 

  １．予定している    ２．予定していない  ３．決めていない 

理由： 

 

 

 

 

 



Ｑ１０．博士課程の方にお聞きします。研究職を希望していますか。該当するものに○を

つけてください。また、その理由をお聞かせください。 

  １．希望している 

  ２．希望していない（希望職種：                 ） 

  ３．決めていない 

理由： 

 

 

 

 

Ｑ１１．博士課程の方にお聞きします。大学院の就職活動支援は充実していますか。該当

するものに○をつけてください。また、その理由をお聞かせください。 

  １．充実している   ２．充実していない   ３．どちらでもない 

理由： 

 

 

 

 

Ｑ１２．PD の方にお聞きします。今後も研究職を希望していますか。該当するものに○を

つけてください。また、その理由をお聞かせください。 

  １．希望している 

  ２．希望していない （希望職種：                     ） 

  ３．決めていない 

理由： 

 

 

 

 

Ｑ１３．PD の方にお聞きします。現在の職場ではテニュアトラック制度など無期雇用職（定

年までの永久職）に就くための制度が整備されていると感じますか。該当するものに○を

つけてください。 

  １．整備されている   ２．整備されていない  ３．どちらでもない 

 

Ｑ１４．PD の方にお聞きします。現在の職に就く際の公募は透明性の高いものでしたか。

該当するものに○をつけてください。 

  １．純粋な公募だった 



  ２．公募だったが事前に内定していた 

  ３．公募ではなく個人指定採用だった 

 

Ｑ１５．PD の方にお聞きします。現在所属している機関の無期研究職の採用は透明性の高

いものと感じますか。該当するものに○をつけてください。 

  １．透明性の高い公募だと思う 

  ２．形場は公募をしているが透明性に欠けると感じる 

  ３．公募ではなく個人指定採用をしていると思う 

 

Ｑ１６．PD の方にお聞きします。現在の自分の置かれている状況についての感想をお聞か

せください。該当するものに○をつけてください。また、その理由をお聞かせください。 

  １．満足している 

  ２．どちらとも言えない 

  ３．不満である 

理由： 

 

 

 

 

 

Ｑ１７．奨学金の有無についてお聞かせください。該当するものに○をつけてください。 

  学部生時代 １．育英会* ２．その他 ３．育英会*＋その他 ４．無し 

  修士課程  １．育英会* ２．その他 ３．育英会*＋その他 ４．無し 

  博士課程  １．育英会* ２．その他 ３．育英会*＋その他 ４．無し 

  *「育英会」は現在の日本学生支援機構を含めて回答してください。 

 

Ｑ１８．現在の経済状況についてお聞かせください。該当するものに○をつけてください。 

  １．余裕がある 

  ２．普通 

  ３．厳しい 

  ４．極めて厳しい 

 

Ｑ１９．配偶者（事実婚を含む）の有無についてお聞かせください。該当するものに○を

つけてください。 

  １．有（結婚時の年齢：  歳、   結婚時の身分：           ） 

  ２．無 



 

Ｑ２０．お子さんの有無についてお聞かせください。該当するものに○をつけてください。 

  １．有（初めてのお子さんを持たれた年齢：            歳） 

     （初めてお子さんを持たれたときの身分：           ） 

  ２．無 

 

Ｑ２１．海外での生活経験があるかお聞かせください。該当するものに○をつけてくださ

い。生活経験がある場合はその内容をお聞かせください。 

  １．有海外生活期間：     年間 

場所： 

海外生活の内容： 

 

 

  ２．無 

 

Ｑ２２．民間企業の就労経験があるかお聞かせください。該当するものに○をつけてくだ

さい。また、就労経験がある場合はその内容をお聞かせください。 

  １．有 

就労期間：   年間 

企業の種別、職種、内容など： 

 

 

  ２．無 

 

Ｑ２３．現在の自分の人生について感想をお聞かせください。該当するものに○をつけて

ください。 

  １．楽しい        

  ２．楽しくない    （理由：                      ） 

  ３．どちらとも言えない（理由：                      ） 

 

 

Ｑ２４．将来の人生について感想をお聞かせください。該当するものに○をつけてくださ

い。またその理由をお聞かせください。 

  １．希望にあふれている   ２．不安だ    ３．どちらでもない 

理由： 

 



 

Ｑ２５．あなたは海洋学を専攻して後悔していませんか。該当するものに○をつけてくだ

さい。また、その理由をお聞かせください。 

  １．満足している   ２．あまり満足していない   ３．後悔している 

  ４．その他（                            ） 

理由： 

 

 

 

 

Ｑ２６．あなたは現在のポスドク問題について、どのように感じていますか。該当するも

のに○をつけてください。 

  １．深刻な問題だと思う。 

  ２．さほど深刻に感じない。 

  ３．わからない 

  ４．その他（                            ） 

 

Ｑ２７．Ｑ２６で「１．深刻な問題だと思う」を選んだ方にお聞きします。ポスドク問題

を深刻にしている原因は何だとお考えでしょうか。また、解決策があればお聞かせくださ

い。 

原因と解決策： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートへのご協力ありがとうございました。 


